
諏
訪
多
と
馬
場
、
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
者
を
代

表
す
る
お
二
人
の
名
前
を
挙
げ
た
の
は
、
新
た
な
資

料
に
出
会
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
日
、
県
内
に
お
住

い
の
方
か
ら
、
馬
場
勝
嘉
さ
ん
の
旧
蔵
書
を
寄
贈
頂

い
た
。
そ
れ
は
『
ヒ
マ
ラ
ヤ―

山
と
人―
』
と
『
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
高
峰
・
第
一
巻
』
の
二
冊
で
あ
る
。
こ
の

二
冊
は
、
寄
贈
し
て
下
さ
っ
た
方
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

を
し
た
記
念
に
、
馬
場
さ
ん
か
ら
頂
戴
し
た
物
で
あ

る
。
い
つ
ま
で
も
自
分

が
持
っ
て
い
る
よ
り
山

の
文
化
館
に
あ
っ
た
ほ

う
が
良
い
の
で
は
な
い

か
と
寄
贈
し
て
下
さ
っ

た
。二

冊
の
本
に
は
、
深

田
久
弥
か
ら
馬
場
勝
嘉

さ
ん
に
宛
て
た
ハ
ガ
キ
、

手
紙
、
郵
便
書
簡
が
貼

り
つ
け
ら
れ
た
り
、
挟

ま
れ
た
り
し
て
い
た
。
全
部
で
六
通
だ
っ
た
。
ま
た
、

諏
訪
多
栄
蔵
さ
ん
か
ら
馬
場
さ
ん
に
宛
て
た
ハ
ガ
キ

や
メ
モ
も
あ
っ
た
。
お
二
人
が
、
深
田
久
弥
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
研
究
の
重
要
な
支
え
手
で
あ
っ
た
と
の
話
は
聞

い
て
は
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
便
り
は
深
田
久
弥
と
お

二
人
の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
る
。

ま
ず
一
通
目
は
、
『
Ｋ
２
』
を
馬
場
さ
ん
か
ら
借

り
て
い
て
、
そ
れ
を
返
送
し
ま
し
た
と
い
う
お
礼
の

ハ
ガ
キ
で
あ
る
（
昭
和
三
十
年
九
月
十
九
日
付
）
。

自
分
が
持
っ
て
い
な
い
資
料
を
借
り
て
い
た
様
で
、

「
Ｋ
２
英
国
版
が
来
ま
し
た
」
と
ハ
ガ
キ
に
あ
る
の

で
、
注
文
し
て
あ
っ
た
の
が
届
い
た
よ
う
だ
。

『
ヒ
マ
ラ
ヤ―

山
と
人―

』
に
関
し
て
は
、
「
今

度
小
生
の
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
雑
記
」
が
中
央
公
論
社
か
ら

出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
て
は
今
か

ら
原
稿
の
整
理
に
か
か
り
ま
す
が
・
・
・
」
と
あ
り
、

整
理
に
必
要
な
資
料
を
纏
め
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

の
ハ
ガ
キ
と
、
「
早
速
無

理
な
お
願
い
を
聞
き
届
け

て
下
さ
れ
ご
厚
志
有
難
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
」

と
い
う
お
礼
の
ハ
ガ
キ
で

あ
る
。

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
』

に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
と

原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
手

紙
と
が
あ
っ
た
。
ハ
ガ
キ
（
昭
和
三
十
八
年
六
月
二

七
日
付
）
に
は
「
文
献
目
録
有
難
う
。
参
考
に
な
り

ま
す
。
」
と
い
う
お
礼
と
、
「
も
し
君
がI

N
D
E
X

を

作
っ
て
下
さ
れ
ば
、
大
変
有
難
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
い
う
お
願
い
が
書
い
て
あ
っ
た
。
九
月
九
日
付
の

手
紙
に
は
「
高
山
表
・
文
献
リ
ス
ト
有
難
う
。
大
変

便
利
に
し
て
い
ま
す
。
お
骨
折
り
を
か
け
て
相
す
み

ま
せ
ん
。
」
と
礼
を
述
べ
て
お
り
、
丸
三
日
か
け
て

地
図
上
で
所
在
不
明
の
山
の
位
置
を
確
定
し
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
第
一
巻
で
は
「
高
峰

表
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
依
頼
し
たI

N
D
E
X

は
、
第
二
巻
に
「
登
頂
峰
一
覧
表
」
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

手
紙
の
中
に
は
「
昨
日
諏
訪
多
君
来
訪
。
半
日
話

し
ま
し
た
。
一
週
間
ほ
ど
前
に
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
」

と
あ
り
、
諏
訪
多
さ
ん
か
ら
馬
場
さ
ん
に
宛
て
た
ハ

ガ
キ
に
は
「
先
日
泊
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
」
と
書
い

て
あ
り
、
深
田
久
弥
と
諏
訪
多
栄
蔵
の
交
流
は
、
昭

和
二
十
七
年
、
鳥
海
山
で
の
国
体
で
出
会
っ
て
以
来

の
、
大
変
深
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
旧
馬
場
勝
嘉
蔵
書
の
『
Ｋ
２
』
で
あ
る
。

ハ
ガ
キ
の
な
か
に
書
い
て
あ
っ
た
よ
う
に
、
深
田
久

弥
に
貸
し
、
帰
っ

て
き
た
そ
の
本

で
あ
ろ
う
。
貴

重
な
経
験
を
し

た
一
冊
が
こ
こ

に
あ
る
。

令和７年
夏号

深
田
久
弥
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
・
・

―

諏
訪
多
栄
蔵
と
馬
場
勝
嘉―



今
回
の
五
万
分
の
一
地
形
図
は
地
勢
図
「
高
山
」

の
六
番
、
「
槍
ヶ
嶽
」
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
地
形
図

を
取
り
出
し
た
の
か
、
話
は
少
し
長
く
な
る
が
お
許

し
を
頂
き
た
い
。

植
物
学
者
で
、
深
田
久
弥
と
親
交
の
あ
っ
た
田
辺

和
雄
著
の
『
山
と
お
花
畑
』
と
題
す
る
三
部
作
に
、

深
田
久
弥
が
山
の
文
章
を
幾
つ
も
載
せ
て
い
る
。
そ

の
中
に
「
秋
の
穂
高
・
槍
」
と
題
す
る
一
文
を
見
つ

け
た
。
『
日
本
百
名
山
』
の
「
槍
ヶ
岳
」
以
外
の
文

章
の
存
在
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
興
味
を

持
っ
て
読
ん
で
み
た
。
金
沢
～
平
湯
（
泊
）
～
上
高

地
～
涸
沢
小
屋
（
泊
）
～
奥
穂
高
岳
～
北
穂
小
屋

（
泊
）
～
南
岳
～
槍
ヶ
岳
の
肩
～
西
鎌
尾
根
～
千
丈

沢
～
千
天
出
合
（
泊
）
～
湯
俣
温
泉
～
葛
温
泉
～
大

町
と
い
う
ル
ー
ト
で
山
旅
を
楽
し
ん
だ
紀
行
文
で
あ
っ

た
。
昭
和
二
十
六
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
五
日
間
の

記
録
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
千
丈
沢
辺
り
に
赤
鉛

筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
る
地
図
が
有
っ

た
の
を
思
い
出
し
、
「
槍
ヶ
岳
」

の
地
図
を
取
り
出
し
た
。
は
た
し

て
、
千
天
出
合
を
赤
丸
で
囲
み
千

丈
沢
の
途
中
ま
で
赤
い
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
槍
の
肩
か
ら
千
丈
沢
の
源
頭
辺
り
ま
で
、

西
鎌
尾
根
に
も
赤
い
ラ
イ
ン
が
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、

昭
和
二
十
六
年
の
山
行
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

南
側
の
「
上
高
地
」
の
地
図
は
と
見
る
と
、
そ
の
一

枚
に
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
が
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ラ

イ
ン
は
徳
澤
あ
た
り
か
ら
涸
沢
ま
で
だ
っ
た
。
横
尾

山
荘
と
涸
沢
小
屋
の
二
つ
の
小
屋
の
マ
ー
ク
と
「
岩

小
屋
」
の
書
き
こ
み
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

七
月
十
三
日
（
日
）

演
題
：
深
田
久
弥
の
足
跡

講
師
：
真
栄
隆
昭
氏

（
深
田
久
弥
と
山
の
文
化
を
愛
す
る
会
）

八
月
二
十
四
日
（
日
）

演
題
：
何
歳
に
な
っ
て
も
山
に
登
り
た
い
！

～
私
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
・
今
昔

講
師
：
田
崎
信
雄
氏

（
深
田
久
弥
と
山
の
文
化
を
愛
す
る
会
）

九
月
二
十
一
日
（
日
）

演
題
：
そ
こ
に
山
が
あ
る
か
ら

講
師
：
山

勝
三
氏

七
月
十
八
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
後
方
羊
蹄
山
」

九
月
二
十
六
日
（
金
）

『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
鳳
凰
山
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く

h
t
tp
s
:
/
/
ya
m
a
n
ob
u
n
k
a
ka
n
.
c
o
m

深
田
久
弥
山
の
文
化
館

山文HP

読
書
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

聞
こ
う
会

会
場
：
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

聴
山
房

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

山
の
花

白
山
砂
防
新
道
で

ミヤマキンポウゲ
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